
 

 

 

 

 

 

 
 

日   時 ： 令和２年９月２５日（金） 

場   所 ：１年４組教室 

学年・学級 ：１年４組３７名（男子２１名 女子１６名） 

 

単元観 

 本単元は，世界の諸地域の中のヨーロッパ州について学習する単元である。世界の諸地域の学習につい

て，中学校学習指導要領（平成29年告示）では，次のように示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，学習指導要領解説には地球的課題について，「グローバル化する国際社会において，人類全体で取

り組まなければならない課題，例えば，持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）などに示された課題のうちから，

生徒が地理的な事象として捉えやすい地球環境問題や資源・エネルギー問題，人口・食料問題，居住・都

市問題などに関わる課題を取り上げることを意味している」とある。 

本単元は，学習指導要領に②で示されたヨーロッパ州を扱ったものである。ヨーロッパ州では，EU を

結成し，ヒト・モノ・カネの移動が自由になるなど地域統合が進んでいる。しかしその反面で，イギリス

が EU を離脱したり，ギリシャ通貨危機のように１国の経済危機が EU 全体の問題となったり，地域統合

の課題もクローズアップされてきている。 

そこで本単元では，前の単元で学習をしたアジアと絡め，「東アジア共同体の実現可能性を探ろう」とい

う単元を貫く課題を設定し，地域統合のメリットとデメリットを学習する。 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

社会科 第１学年 三原市立第三中学校 指導者 堂崎 翔太 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

【生きて働く基礎学力】 

世界の諸地域―ヨーロッパ州 

小学校 

学習なし。中学校の新規

学習内容。 

中学校１年 

アジア州，ヨーロッパ州，アフリカ州，北アメリカ州，南アメリカ

州，オセアニア州の各州を取り上げ，空間的相互作用や地域などに

着目して，主題を設けて課題を追及したり解決したりする活動を通

して，知識・技能及び思考力・判断力・表現力を身に付ける 

次の①から⑥までの各州を取り上げ，空間的相互作用や地域などに着目して，主題を設けて課題を追及し

たり解決したりする活動を通して，以下のア及びイの事項を身に付けることができるよう指導する。 

 ①アジア ②ヨーロッパ ③アフリカ ④北アメリカ ⑤南アメリカ ⑥オセアニア 

 ア 次のような知識を身に付けること 

  (ｱ) 世界各地で顕在化している地球的課題は，それが見られる地域の地域的特色の影響を受けて，現れ方

が異なることを理解すること。 

  (ｲ) ①から⑥までの世界の各州に暮らす人々の生活を基に，各州の地域的特色を大観し理解すること。 

 イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

  (ｱ) ①から⑥までの世界の各州において，地域で見られる地球的課題の要因や影響を，州という地域の広

がりや地域内の結びつきなどに着目して，それらの地域的特色と関連付けて多面的・多角的に考察し

表現すること。 



本単元において育成しようとする資質・能力との関わり 

本校で育成しようとする資質・能力は以下の５点である。 

【知識及び技能】 ①生きて働く基礎学力  ②コミュニケーション能力 

【思考力，判断力，表現力】 ③課題発見，解決力  ④豊かな表現力 

【学びに向かう力，人間性】 ⑤思いやりと協調性(忍耐力) 

 

この中から，本単元においては，次の資質・能力の育成に重点を置く。 

 ①生きて働く基礎学力 

 身につけた知識や概念を活用し，課題を解決する力を育成する。 

生徒観 

 本学級の生徒の１学期期末試験の結果は以下の通りである。 

 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

１学期期末試験 ４６．３％ ５０．５％ ５２．７％ 

 全体的にどの観点も正答率が低い傾向にある。基本的な知識が十分に身についておらず，資料の読み取

りも不十分である。そのため，資料から読み取れる情報や，知識・概念を活用して思考・判断し，その結

果を表現することは，本学級の生徒にはかなりハードルが高いものといえよう。 

 １学期期末試験において，特に正答率が低かった問題は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この問題は，標高が上がるにつれて気温が下がるという概念と，それぞれの地点で作られている作物は

どのような気候の地域でつくられているのかという知識を関連付けて思考し，その結果を適切にまとめる

という力が試されている。したがって，知識や概念が定着していなければ解答することはできず，また，

概念や知識を関連付けて活用することができなければ解答することはできない。 

 以上のようなことから，本学級は，知識・概念の理解・定着に課題がある生徒と，知識は理解し覚えて

いるが，用語の暗記にとどまり，活用できる概念が身についていない生徒が多いといえる。その背景には，

小学校から続く社会に対する苦手意識と，社会に対する興味のなさがある。生徒の基本的な学力を定着さ

せるためには，社会の学習に対する意欲を伸ばし，積極的に課題を解決しようとする姿勢をもたせる必要

がある。 

  

指導観 

 指導にあたっては，以下の点に留意して指導を行う。 

 １点目は，地理的な見方・考え方を意識した授業内容の精選である。学習指導要領には，地理的な見方

【本単元で育成しようとする資質・能力】 

 ○生きて働く基礎学力 

次の図のように，標高によって放牧を行った 

り，栽培する作物を変えたりしているのはなぜ 

だと考えられるか。標高と気温の関係に着目し 

て簡潔に答えなさい。 

模範解答 

標高によって気温が異なり，気温にあった作

物を栽培しているため。 



として，①位置や分布，②場所，③人間と自然環境との相互依存関係，④空間的相互依存関係，⑤地域の

５つの見方が示されている。これらの見方について，「なぜこのような分布になっているのか」など思考す

ることが地理的な考え方である。本単元では，①は民族，言語，宗教，農業，工業の分布について，④は

アメリカや日本，中国など他の地域との関係について，⑤は地域的特色と課題について学習していく。 

 ２点目は，生きて働く基礎学力の育成に力を入れることである。社会科においては特に生きて働く基礎

学力イコール概念的知識であるといっても過言ではあるまい。用語や語句などの事実的知識と異なり，地

域を越えて活用することのできる一般的な知識である概念の獲得と概念の活用ができて初めて，社会科の

知識は生きて働く知識となり得るからである。また，生きて働き使える知識を身に着けることができれば，

生徒が社会科に対する有用感を持つことができると考える。本単元では，「東アジア共同体の実現可能性を

探ろう」という単元を貫く課題を設定し，課題解決に向けて学習していく。その際，EU結成の背景には共

通の利益，共通のライバル，共通の文化という３つの条件が存在したことを資料等から読み取らせる。ま

た，EU結成によるプラスの変化とマイナスの変化について資料から読み取らせ，このことから地域統合の

メリットとデメリットを理解させる。その上で，地域統合の要件，地域統合のメリットとデメリットとい

う概念的知識を東アジアについて活用し，東アジアの事実的知識と関連付けることによって，課題解決に

迫る。その際に，米国の全米社会科協議会（NCC）の取組であるThe College, Career, and Civic Life（C3）

Framework の原理に基づいて単元を構成し指導を行う。具体的には，単元を貫く問いとして Compelling 

Question（CQ）を設定し，それを解決するためにものごとの定義や説明，過程に焦点を当てた補助発問と

しての Supporting Question（SQ）を解決する学習を連続的に行う。その中で，社会科に関連する諸科学

の概念やツールを利用してSQを分析したり，資料からデータを収集し，吟味するとともに自己の主張を構

成したり，学習結果に基づいて実際に行動を起こしたりする活動を行っていく。また，各SQのまとめの段

階では，形成的パフォーマンス評価を行い，生徒の理解を深めていくとともに，生徒の理解度を図り，必

要な手立てを講じていくことを通して，最終的に確実にCQが解決できるようにしていく。 

 ３点目は，現代社会で起きている様々な事象を取り上げながら学習を進めていくことである。生徒が社

会科の学習に興味を持てない理由は，覚えることが多いわりに，生活の中で使えるという実感をもててい

ないためであると考える。そこで本単元では，イギリスのＥＵ離脱という近年注目されている出来事や，

新型コロナウィルス感染症拡大によるＥＵへの影響，実際に議論が行われているＡＳＥＡＮ＋３による地

域統合などの時事問題や社会的論争内容を取り上げて学習を進める。このことを通して，社会科で学習し

た内容は実際の社会を見る上で役に立つということを感じさせ，社会科の学習に対する意欲を伸ばしてい

きたい。 

単元の目標と評価規準，資質能力の評価 

 
【単元の目標】 
EUの現状と課題について学び，ヨーロッパの自然・文化・産業等の地域的特色をふまえ，地域統合のあり

方について考え，自らの意見を表現すことができる。  

【単元の評価規準と育成を目指す資質・能力の評価基準】 

 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に 

学習に取り組む態度 

単
元
の
評
価
規
準 

①歴史的背景，民族・言語・宗

教などの文化，他の地域の国

と比較した面積・人口・GDP

の特色を資料から読み取り，

EU結成の背景にある事実を理

解し，その知識を身に着けて

いる。 

②EU結成によって，ヒト・カネ・

モノの移動が自由になったこ

とを資料から読み取り，その

知識を身につけている。 

①外国人労働者の流入によるメ

リットとデメリットについて

考え，自らの意見を適切に表

現している。 

②地域統合の要件，地域統合の

メリット・デメリットと東ア

ジアの特色を関連付け，東ア

ジア共同体の実現可能性につ

いて考え，判断した理由を適

切に表現している。 

①ヨーロッパ州について，より

よい社会の実現を視野にそこ

で見られる課題を主体的に追

究しようとしている。 



資
質
・
能
力
の
評
価
基
準 

生きて働く基礎学力   

地域統合の３つの要件と地域統

合のメリットとデメリットを理

解し，課題解決のために使うこ

とができている。 

  

 

指導と評価の計画 

全５時間 （本時は３／５） 

次 学習内容（時数） 

評価の観点 

生徒の思考の流れ 

評   価 
 

◇ 評価規準 

◆ 資質・能力 

知
識
・技
能 

思
・判
・表 

主
体
的 

１ 〇なぜヨーロッパでは，

EU が結成されたのだ

ろう。 

 ・EU 結成の歴史的背

景，民族・言語・宗

教の共通性，他国と

比較した面積・人

口・GDP の特色につ

いて理解する。 

 

〇   ・EU は何かメリットがある

から結成されたんだろう。 

 ↓ 

・戦争がよく起きているから

平和を目指したのか。 

 ↓ 

・言語はよく似ているし，宗

教もキリスト教で同じだ！ 

 ↓ 

・１国ではアメリカ・中国・

日本に勝てないけど，統合

して力を合わせれば勝てる

のか！ 

⇒平和という共通の利益，言

語や宗教など文化の共通

性，アメリカ・日本など共

通のライバルの存在があっ

たから EU を結成したんだ

な。 

 ↓ 

・じゃあ，他の地域でもこの

条件が当てはまれば，地域

統合できるのかな？ 

 

 

◇①歴史的背景，民族・言語・

宗教などの文化，他の地域

の国と比較した面積・人

口・GDP の特色を資料から

読み取り，EU結成の背景に

ある事実を理解し，その知

識を身に着けている。 

２ 〇EU 結成でどんなこと

がよくなったのだろ

う。 

・EU 結成で，加盟国間

の移動はパスポート

〇   ・そもそも EU を結成してど

んなことがよくなったんだ

ろう。 

 ↓ 

・パスポートなしで移動でき

◇②EU結成によって，ヒト・

カネ・モノの移動が自由に

なったことを資料から読み

取り，その知識を身につけ

ている。 

＜単元を貫く課題＞ 

東アジア共同体の実現可能性を探ろう。 

 



が不要になったこ

と，関税が撤廃され

たこと，統一通貨の

ユーロが導入された

ことを理解する。 

るのか！隣の国に通勤・通

学もできるぞ。 

 ↓ 

・関税がいらないから，得意

分野を生かして分業をした

り，必要なものを安く買っ

たり，加盟国以外の地域よ

りも安く売ったりできるの

か！ 

 ↓ 

・通貨が同じなら両替しなく

てもそのまま買い物できる

し，便利だな！ 

⇒そうか，ヒトの移動・カネ

の移動・モノの移動が自由

になるとこんなにいいこと

がたくさんあるんだな。 

 ↓ 

・これなら東アジア共同体も

いいかもな。 

３ 〇イギリスが EU 離脱し

たのはなぜ。（本時） 

 ・外国人労働者が流入

することのメリット

とデメリットについ

て考える。 

 ・ギリシャの金融危機

がヨーロッパ全体の

問題になったことと

その理由を理解す

る。 

 〇  ・いいことがいっぱいある

EU なのにイギリスはなん

で離脱したんだろう。 

 ↓ 

・西ヨーロッパと東ヨーロッ

パは大きな経済格差がある

んだな。 

 ↓ 

・給料が高い国に安い国から

労働者が入ってくるのか。 

 ↓ 

・え，給料が安い国から来た

人は安く雇えるの？じゃ

あ，経営者は安く雇える外

国人労働者を雇うと人件費

が安く済んでいいなあ。 

 ↓ 

・でも，外国人に仕事を取ら

れたら自国民の中に失業者

が出るんじゃないかな・・・ 

 ↓ 

・そうか，通貨が同じという

ことは，他国の経済危機が

影響することもあるのか。 

⇒外国人労働者が入ってきて

職を奪われたり，自国の責

任ではない経済危機が影響

してしまうこともあるな

◇①イギリスが EU を離脱し

た理由について，移民の流

入，域内の経済危機の影響

を受けやすくなる等の地域

統合のデメリットをもとに

考察し，その結果を適切に

表現している。 



ど，デメリットもあるから

イギリスは EU を離脱した

んだな。 

 ↓ 

・え，東アジア共同体もそん

なデメリットがあるのか… 

４ 〇東アジア共同体の実現

可能性は何％？ 

 ・地域統合の３つの要

件，地域統合のメリ

ット・デメリットを

ふまえて東アジア共

同体の実現可能性を

考える。 

 〇  ・うーん，いいところも悪い

ところもあるし悩むな… 

 ↓ 

・東アジアにも共通の利益と

して平和はあるな。漢字や

仏教など共通の文化もあ

る。EU やアメリカという

共通のライバルもいる。と

いうことは，地域統合の要

件は満たしているぞ。 

 ↓ 

・メリットもたくさんあるな。

でも，日本は EU みたいに

陸続きや高速鉄道で行き来

できる距離にはないぞ。 

・デメリットもあるな。日本

に中国人がいっぱい来て，

仕事が奪われるんじゃない

か…でも，経営者の側では，

安く商品を生産出来て，国

際的な競争力も増すんじゃ

ないかな。 

⇒このことから考えると，東

アジア共同体の実現可能性

は〇〇％だな。 

◇②地域統合の要件，地域統

合のメリット・デメリット

と東アジアの特色を関連付

け，東アジア共同体の実現

可能性について考え，判断

した理由を適切に表現して

いる。 

◆地域統合の３つの要件と地

域統合のメリットとデメリ

ットを理解し，課題解決の

ために使うことができてい

る。 

５ 〇EU は今後どうなって

いくんだろう。 

 ・ヨーロッパの地域的

特色と課題をまとめ

る。 

 ・単元を振り返り，「何

を学び，何ができる

ようになったか」，

「新たに知ってみた

いことは何か」，「今

回学んだことはどの

ような時に役に立つ

か」をまとめる。 

  〇 ・ヨーロッパは，歴史・産業・

文化など様々な背景からＥ

Ｕを結成し，地域統合を進

めていたな。 

 ↓ 

・地域統合でいいこともあっ

たけど，悪いことも多かっ

たぞ 

⇒ヨーロッパは今後，西欧と

東欧の格差がさらに大きく

なり，移民の流入や金融危

機など様々な課題が生じる

だろう。しかし，加盟国間

の結びつきを強め，乗り越

えていくだろう。 

◇①ヨーロッパ州につい

て，よりよい社会の実現を

視野にそこで見られる課題

を主体的に追究しようとし

ている。 

 



本時の学習 

 

（１）本時の目標 
 イギリスが EU を離脱した理由について，外国人労働者の流入などの地域統合のデメリットに着目して考察

し，表現することができる。 

 

（２）本時の評価規準 

 イギリスがEUを離脱した理由について，移民の流入，域内の経済危機の影響を受けやすくなる等の地域統合

のデメリットをもとに考察し，適切に表現している。 

 

（３）準備物 
 教科書，地図帳，資料集，ワークシート 

 

（４）学習の展開 

学 習 活 動 

 

○ 指導上の留意事項 

● 配慮が必要な生徒への支援 

◇ 評価規準 

◆ 資質・能力 

（評価方法） 

１．既習事項の復習【５分】 

〇地域統合のメリットを振り返る。 

 ・移動の自由 

 ・関税の撤廃 

 ・統一通貨ユーロの導入 

 

〇地域統合によって移動の自由，関税に撤

廃，統一通貨ユーロの導入が行われ，ヨー

ロッパにとってプラスの影響があったこ

とを強調する。 

 

２．めあての確認（本時の課題発見）と予想【５分】 

〇イギリスの EU 離脱を風刺した

イラストから課題を発見し，めあ

てを確認する。 

 

 

 

 

〇イギリスが EU を離脱したのは

なぜか予想を立てる。 

〇メリットが多くあるにもかかわらず，イギ

リスがEUを離脱したことを強調すること

で，EU 離脱について強い疑問と問題意識

をもたせた上でめあてを提示する。 

 

 

 

〇予想を立てることが課題解決の第一段階

であることを強調し，積極的に予想を書か

せる。 

 

３．資料を基にイギリスが EU を離脱した理由を考える（課題解決）【３０分】 

〇資料から EU における経済格差

と東欧諸国から西欧諸国への移

民流入の現状を読み取る。 

 

 

 

 

 

 

〇資料集ｐ59 の図６～図９を用いて情報を

読みとらせる。その際，西ヨーロッパと東

ヨーロッパを比較した違いに着目させる。 

・西ヨーロッパと比べて，東ヨーロッパは

１人当たり GNI が低い国が多い（図６） 

・古くからの加盟国である西欧諸国に比べ

近年加盟した東欧諸国は最低賃金が低

い（図７） 

・東欧諸国と比べて西欧諸国は工業が盛ん

 

【めあて】 

なぜイギリスは EU を離脱したのだろう？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

〇移民が流入することの影響を考

え，結論を出す。 

（個人→班→全体） 

である（図８） 

・東欧諸国から西欧に諸国に移民が流入し

ている。（図９） 

・高賃金を求めて東欧諸国から西欧諸国へ

移民が流入している。 

・移民の流入には，ヒトの移動が自由であ

るというＥＵの特色が大きく関係して

いる。 

●西欧，東欧で比較するのではなく，イギリ

スとブルガリアの２か国の違いを比較さ

せるなど視点を絞る。 

〇移民が流入することの影響とEUの国境を

越えた移動が自由であるという点から，イ

ギリスが EU を離脱した理由を考えさせ

る。 

●経営者の立場や自国の労働者の立場など

の具体的な立場を示して考えさせたり，日

本に賃金の安い国から移民がやってきた

らどうなるかを考えさせたりするなど，考

える視点を示す。 

４．学習のまとめと振り返り【１０分】 

〇まとめを書く。 

 

〇振り返りを書く。 

〇発表内容を参考に，イギリスが EU を離脱

した理由を書かせる。 

〇①本時の授業で学んだこと，②新たに知っ

てみたいこと，③本時の授業は，どのよう

な場面で役に立つかについてまとめさせ

る。 

 

 

 

 

板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあてなぜイギリスはＥＵを離脱したのだろう？ 

           

地域統合のメリット 

・移動の自由 

・関税の撤廃 

・統一通貨ユーロの導入 

⇒経済成長・平和 

 

but イギリスはＥＵ離脱 

仮説 

・何かの政策をめぐっ

て対立したから。 

・ＥＵに加盟すること

のメリットを感じな

くなったから。 

・ＥＵに加盟すること

のデメリットが大き

くなってきたから。 

情報 

収集 

結論 

   

   

   


